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 開    会 

 

○政策推進室長 予定の時間より尐々早うございますが、委員の先生方、皆さんおそろい

でございますので、ただいまから食料・農業・農村政策審議会の食品産業部会を開会させ

ていただきます。 

 委員の皆様方におかれましては、お忙しいところ、また雨で足元のお悪い中、お集まり

いただきまして、まことにありがとうございます。本日、部会長が選出されますまでの間、

進行役を務めさせていただきます総合食料局総務課政策推進室長の土居でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。座って説明させていただきます。 

 議事次第では、筒井副大臣が参りましてごあいさつをさせていただく予定でございます

が、公務の関係で10分程度遅れるということでございますので、到着次第、あいさつをさ

せていただきます。 

 次の次第に進めさせていただきます。 

 本日は、委員の皆様方が改選されまして最初の会合となりますので、ご出席いただいて

おります委員の皆様方を五十音順に紹介させていただきます。 

 青山委員です。 

○青山委員 青山です。よろしくお願いいたします。 

○政策推進室長 石渡委員です。 

○石渡委員 石渡でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○政策推進室長 大塚委員です。 

○大塚委員 大塚と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○政策推進室長 大野委員です。 

○大野委員 大野と申します。よろしくお願いします。 

○政策推進室長 佐竹委員です。 

○佐竹委員 佐竹です。よろしくお願いします。 

○政策推進室長 柴田委員です。 

○柴田委員 柴田です。よろしくお願いします。 

○政策推進室長 西辻委員です。 

○西辻委員 西辻です。よろしくお願いします。 

〇政策推進室長 根本委員です。 
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○根本委員 根本でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○政策推進室長 藤田委員です。 

○藤田委員 藤田です。よろしくお願いします。 

○政策推進室長 三村委員です。 

○三村委員 三村です。よろしくお願いします。 

○政策推進室長 山口委員です。 

○山口委員 よろしくお願いします。 

○政策推進室長 山根委員です。 

○山根委員 よろしくお願いします。 

○政策推進室長 小瀬委員、新浪委員、古谷委員、渡辺委員におかれましては、日程の調

整がつきませんでご欠席となってございます。 

 本日の部会は、全体の３分の１以上の委員及び臨時委員のご出席をいただいております

ので、食料・農業・農村政策審議会令第８条の規定によりまして成立してございます。 

 事務局側の出席者につきましては、座席表のとおりでございますので省略させていただ

きます。 

 続きまして、議事に入ります前に、配布資料を確認させていただきます。 

 配布資料一覧にございますように、議事次第、委員名簿及び資料１から資料２－３と、

それぞれの参考資料を配布してございます。それから、委員の皆様方のお手元には、薄黄

緑色のファイルに委員の名前を書かせていただいたものを置いてございます。これは、事

前にお配りしてございますが、審議会令等の関係法令をまとめたものでございまして、こ

の会場でお使いいただけるように置いてございますので、次回以降も置きますので、どう

ぞお帰りの際、置いていただければと思ってございます。 

 お手元の資料、不足等ございましたら事務局にお申しつけください。よろしいでしょう

か。 

   

部会長の選任 

 

それでは、続きまして議事に入らせていただきます。 

 本日は、委員の改選後、最初の部会でございますので、当部会の部会長を選出させてい

ただく必要がございます。食料・農業・農村政策審議会令第６条第３項の規定によりまし
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て、当該部会に所属する食料・農業・農村政策審議会の委員の皆様の互選により選定する

ということになってございます。本日ご出席いただいております委員の方は、青山委員、

西辻委員、三村委員、山口委員の４名でございます。４名の中から互選ということになり

ますので、部会長の選任につきまして何かご意見がございましたらお願いいたします。 

○三村委員 食品産業について幅広いご意見とご経験をお持ちであり、各種会議でも非常

に経験のご豊富でいらっしゃる山口委員を部会長に推選することをご提案したいと思いま

す。いかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

○政策推進室長 ただいま山口委員に部会長をというご提案をいただきまして、皆様方、

異議なしということでございますので、皆様方の互選によりまして、山口委員が部会長に

選出されました。 

 それでは、恐縮でございますが、山口部会長、部会長席、真ん中の方にお移りいただけ

ますでしょうか。 

 今移動していただいております間に、傍聴の方々にお願い申し上げます。 

 ホームページでお願いしてございますが、カメラ等でご撮影には部会長のあいさつまで

としてください。それから、座席上に配付してございますが、傍聴の留意事項をご覧いた

だいて、携帯電話のスイッチを切るとか、そうしたことをご協力いただきまして、円滑な

運営にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、山口部会長、司会の方をよろしくお願いいたします。 

○山口部会長 議事に入ります前に、まず部会長としてごあいさつを申し上げます。 

 大変な大役でございますが、微力ながら精いっぱい務めさせていただきますので、皆様

方のご協力を得ながら、円滑な論議、結論を得たいと思っています。皆様、よろしくお願

いいたします。 

 それでは、食料・農業・農村政策審議会令第６条第５項の規定によりまして、部会長の

職務を代理する委員について、部会長が委員及び臨時委員の中からあらかじめ指名するこ

とになっております。私としましては、三村委員にお願いをいたしたいと思います。三村

委員、いかがでございましょうか。 

○三村委員 承知しました。 

○山口部会長 ありがとうございます。それでは、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議事の進め方について確認したいと思います。 
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 本日は、卸売市場整備基本方針（案）並びに中央卸売市場整備計画の変更（案）及び中

央卸売市場開設区域の指定の解除（案）、これらについてご審議をお願い申し上げます。 

 事務局並びに委員各位におかれましては、限られた時間でありますので、効率よく議事

を進められるよう、円滑な進行にぜひご協力をいただきたいと存じます。 

 なお、本部会につきましては、審議会議事規則第３条第２項の規定によりまして、会議

は公開することとなっております。また、本部会における皆様のご意見等につきましては、

審議会議事規則第４条の規定によりまして、議事録として取りまとめの上、公開をさせて

いただきますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○政策推進室長 ここで、カメラ撮影の方いらっしゃいましたら、ここまでとしていただ

けるようお願いいたします。 

 

卸売市場整備基本方針（案）について 

 

○山口部会長 それでは、早速でありますが、議事次第の４の１つ目の議事にございます

農林水産大臣から食料・農業・農村政策審議会に諮問のありました卸売市場整備基本方針

（案）についてご審議をいただきます。 

 まずは、事務局から諮問文書の読み上げを行っていただき、引き続いて資料について説

明をお願いいたします。 

○卸売市場室長 卸売市場室長の長井でございます。座って説明させていただきます。 

 それでは、農林水産大臣より審議会に対しまして諮問されておりますので、早速、資料

１－１を読み上げさせていただきます。 

 22総合第1042号、平成22年10月21日、食料・農業・農村政策審議会会長 熊倉功夫殿、

農林水産大臣 鹿野道彦。 

 

（筒井農林水産副大臣あいさつ） 

 

○山口部会長 途中でございますが、公務を押して、副大臣、お見えいただきましたので、

ごあいさつをいただきます。 

○筒井副大臣 皆さん、こんにちは。農林副大臣を拝命しております筒井信隆でございま

す。きょうは皆さんに、お礼、そしてお願いに参上いたしました。 
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 日頃から、農林水産行政、そして食品産業施策について、皆さんから大変なご指導、ご

協力をいただいておりまして本当にありがとうございます。しかも、きょうは、委員改選

後、初めての会合でございまして、委員就任を承諾いただきましてありがとうございます。

ぜひこれからも引き続いてご指導、ご協力を心からお願いする次第でございます。 

 今の農林水産行政あるいは農林水産業の状況、そして食品産業の状況、私から言うまで

もなく、皆さんの方がより詳しくご存じでございますが、非常に厳しい状況にございます。

その中において、今、農水省としては、何とかそれらを再生するために、１つは所得補償

制度というものを第一次産業全体に広げていくというのを１本目の柱として取り組んでお

りまして、食料の安定的な生産に取り組んでいかなければいけないと考えております。そ

してもう一方が、六次産業化路線、農商工連携と関連をするわけでございますが、これに

よって食品の生産から消費に至るまでの安定した供給体制をきちんと整備しなければいけ

ないと強く思っております。 

 さらに、３本目の柱として、食の安全の政策も掲げておりまして、安全・安心な食料を

きちんと供給する体制をつくっていく、このことが大きな課題だと思っております。 

 その中において、市場の機能も重要な柱でございます。今現在は、市場における市場経

由率も減尐しているし、市場で扱う量も減尐しているし、それに関係する業者の経営も非

常に厳しい状況でございまして、これらについてきちんと対応しなければいけないと肝に

銘じているところでございます。 

 本日は、その市場機能についての問題点、皆さんからぜひご指摘、ご意見をいただいて、

また審議をしていただいて、それらによって基本方針をきちんとしたものを作成していき

たいと考えておりますので、もう一度最後に、皆さんのご指導、ご協力、そしてご審議を

心からお願い申し上げまして、私のあいさつとさせていただきます。 

 大変ありがとうございます。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

○山口部会長 副大臣、ごあいさつありがとうございました。公務によってご退席をされ

ます。 

○筒井副大臣 よろしくお願いします。失礼します。 

 

（卸売市場整備基本方針（案）について（続き）） 

 

○山口部会長 それでは、先ほどの続きで、事務局の方から諮問文書の読み上げ及び資料
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説明を続けてお願いいたします。 

○卸売市場室長 それでは、先ほどの資料１－１に続きまして、諮問文を読み上げさせて

いただきます。 

 卸売市場整備基本方針の策定について（諮問） 

 標記について、卸売市場法（昭和46年法律第35号）第４条第４項の規定に基づき、貴審

議会の意見を求める。 

 以上でございます。 

 続きまして、基本方針の中身につきましてご説明をさせていただきます。 

 １枚とっていただきまして、その下が卸売市場整備基本方針（案）の本体でございます。 

 そのもう一つ下に資料１－２がございます。こちらのほうが概要になっておりますので、

その概要と、また基本方針の該当する箇所をご説明させていただきまして、見比べていた

だきながら中身についてご確認をお願いしたいと思っております。 

 まず、卸売市場整備基本方針でございますが、卸売市場法の規定に基づきまして、おお

むね５年ごとに農林水産大臣が定めているものでございます。現行の第８次の基本方針の

目標年度が平成22年度までとなっておりますので、卸売市場が、最近の情勢の変化に的確

に対応して、その機能を十全に発揮していくという観点から見直しまして、10月を目途に

策定をする必要があるということでございます。 

 その概要、主なポイントにつきましてご説明をさせていただきます。 

 基本的な考え方ということでありますが、基本方針の本体の方を１枚おめくりいただき

まして、第１に基本的な考え方が記載されているところでございます。先ほど副大臣から

もお話がございましたように、市場をめぐりましては、市場経由率の低下でありますとか

取扱数量の減尐等の状況がありまして、卸売業者及び仲卸業者の経営は非常に厳しいもの

となっているところでございます。 

 また、生産者なり実需者の方からは、コールドチェーンでありますとか加工処理機能の

強化、安定的な取引の確保等に対する要請が高まっておりますし、中央卸売市場につきま

しては、取扱規模が二極化しているという状況を踏まえまして、規模の大きな市場と中小

の卸売市場との間での機能・役割分担を行って、効率的な流通ネットワークを構築するこ

とが求められているところでございます。 

 また、こうした情勢変化に市場が対応するためには、市場の位置づけや役割、機能強化

の方向、市場施設の整備や運営のあり方といった点について、将来方向を検討し、実行に



7 

移す体制の構築が必要となっているというようなことでございまして、以上のような情勢

を踏まえて、今回の基本方針につきましては、６点を基本としまして、その整備及び運営

を行っていくというふうにしております。 

 １点目は、コールドチェーンシステムの確立を初めとした生産者及び実需者のニーズへ

の的確な対応、それから２番目は、公正かつ効率的な取引の確保、３番目は食の安全や環

境問題等の社会的要請への適切な対応、４番目が卸売市場間の機能・役割分担の明確化に

よる効率的な流通の確保、５番目が卸売業者及び仲卸業者の経営体質の強化、６番目が経

営戦略的な視点を持った市場運営の確保、この６点を基本としてこの基本方針については

取りまとめているところでございます。 

 ２ページ目から具体的な事項について記載しているところでございます。 

 第２、卸売市場の適正な配置の目標のところでありまして、中央卸売市場につきまして

は、２ページ目の（２）のところで中央拠点市場という考え方を盛り込んでいるところで

あります。これは取扱規模の二極化が進展している中で、拠点的な中央卸売市場とその周

辺市場による効率的な流通ネットワークを構築するということで、新たに中央拠点市場を

位置づけて、その基準を設定して、その役割に応じた整備を推進していくということでご

ざいます。 

 それで、具体的なイメージというものにつきましては、資料１－２の３枚目に別添で多

尐色づけしたものがございますが、そちらの方をご覧いただきたいと思います。 

 中央拠点市場のイメージですが、ここにありますように、中央拠点市場とその周辺のそ

の他の卸売市場、３つ市場を書いてございますが、これは中央拠点市場とほかの卸売市場

の間でネットワークを構築する。具体的には、オレンジ色の矢印がございますが、こうい

った形で情報の流れというものをつくっていこうと考えております。 

 それで、物流の流れとしましては大きく２つございまして、１つは大産地というのがご

ざいますが、大産地から中央拠点市場に大ロットのものがまず来まして、それを周辺の市

場に効率的に分荷するという流れが１点ございます。 

 それから、もう一つは、大産地から、直接、卸売市場に行っておりますけれども、ほか

の中央拠点市場ではない卸売市場の方が、ある程度ロット単位がまとまってきますと、そ

の情報ネットワークを通じまして、大産地から、直接、荷を配送していくということを考

えております。こうしたことを通じまして、拠点市場については、大量に集荷し、周辺市

場への効率的な分荷が行われていく。そのほかの卸売市場についても、地域における流通
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の中核としまして、実需者ニーズに適切に対応した集荷ができるということで、こうした

ことによりまして、卸売市場全体としての集荷力が向上しまして、また効率的な流通を実

現していくことを目的としまして、今回、中央拠点市場という考え方を盛り込んだもので

ございます。 

 その具体的な基準でございますが、その下のところに書いてございますが、取扱数量と

開設区域外への出荷割合ということで基準を設定しております。 

 青果について申し上げますと、例えば①、29万トン以上で開設区域外への出荷割合が

30％以上、これは取扱数量が非常に大きい市場で、かつ開設区域外への出荷割合は平均ぐ

らいにあるのが①になります。 

 ②は、取扱数量は平均の15万トンでありますけれども、開設区域外への出荷割合が平均

よりも非常に大きい45％というもので設定をいたしまして、水産も同様に、①、②という

形で拠点市場の基準というのを設けているところでございます。 

 これが中央卸売市場における中央拠点市場の考え方でございます。 

 基本方針の本体の方に戻っていただきまして、以上が拠点市場ですが、その次に３ペー

ジ目の（５）でございますが、中央卸売市場につきましては、第８次の基本方針から再編

基準を設けております。 

 ここに（５）の①から④、３ページ目から４ページ目になりますが、こちらのうち３つ

以上の指標に該当するものについては再編に取り組むと考えております。これは第８次の

基本方針と基本的には同じ考え方で設定をしております。 

 その該当した市場については、４ページ目の（６）でございますが、その基準に該当す

る中央卸売市場の開設者については、次に掲げる措置のいずれに取り組むかを検討し、早

期に具体的な取組内容及び実施時期を決定するということで、①から⑤、市場運営の広域

化でありますとか地方卸売市場への転換、他の卸売市場との統合など、こうしたことのい

ずれかについて取り組むとしております。 

 また、こういった再編基準に該当しない中央卸売市場であっても、市場機能の強化を図

るという観点から必要に応じてこうした再編の措置を取り組むことが望ましいということ

を８次と同様に規定しているところでございます。 

 次に、飛んでいただきまして、６ページ目の第３をごらんいただけばと思います。 

 第３は、近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類、規模、配置及び構造に関する基本

的な指標でありまして、これについては、６ページ、７ページ目と市場施設の計画的な整
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備でありますとか効率的な利用ということについて引き続き記載をしております。 

 ８ページ目に飛んでいただいて、（１）のところで、特に今回、ここにありますように、

卸売市場におけるコールドチェーンシステムの確立に対する生産者及び実需者のニーズへ

早急に対応するため、低温の卸売場や荷さばき場、温度帯別冷蔵庫等の低温管理施設を計

画的に配置することを一つうたっております。 

 （２）のところにありますが、よりきめ細かなサービスを求める大規模小売業者、専門

小売業者、外食産業事業者等のニーズへの対応を強化するため、加工処理施設、貯蔵・保

管施設及び輸送・搬送施設についての整備を推進するということで、コールドチェーンで

あるとか加工処理の機能強化についての記述を充実しております。 

 それから、その次の（３）でございますが、地球温暖化等の環境問題が深刻化している

中で、市場についても、エネルギー消費であるとか廃棄物排出の抑制等、環境負荷の低減

に向けた取り組みは重要であるということで、太陽光発電等による新たなエネルギーの産

出とその活用、食品廃棄物、包装容器等のリサイクルに資する施設の整備・配置や通い容

器の導入等による物流業務の効率化に努めることを記載して、記述を充実しているところ

でございます。 

 次に、９ページ目に移っていただきまして、第４、取引及び物品の積卸し、荷さばき、

保管等の合理化並びに物品の品質管理の高度化に関する基本的な事項でございます。 

 これにつきましては、１のすぐ下にございますが、卸売市場における公正な取引と透明

で適切な価格形成を引き続き確保するということで、卸売市場における取引規制の基本的

な原則は維持しつつ、効率的な取引の確保であるとか、卸、仲卸等の負担軽減のための措

置を講じて、生産者及び実需者のニーズに的確に対応した市場における取引の活性化を図

るということで記載をしております。 

 具体的には次の10ページでございます。 

 （４）に、迅速かつ機動的な取引による実需者のニーズへの的確な対応と卸売業者や仲

卸業者の負担の軽減を図るため、法令に基づかない事前承認や各種書類の提出・報告の義

務づけについて、その必要性を十分に検討し、事務の簡素化を図る。それから、情報技術

の活用なり様式・書式の統一等による事務の効率化に向けた取り組みを推進するというよ

うなことで、事務の簡素化等について記載を新たにしているところでございます。 

 それから、次の11ページの方に移っていただきまして、（９）では、原産地表示の徹底

等による公正な取引の推進、それから生産履歴情報等の適切な確認・伝達による消費者の



10 

信頼の確保に努めるということで、（９）の下の方にありますが、トレーサビリティの確

保に努めるということで、その部分の記載を充実しております。 

 それから、次の（10）ですが、これは今回新たに記述を追加いたしまして、卸売市場に

対する生産者、実需者及び消費者の信頼の確保と向上に向けて、市場関係業界における自

主行動計画や卸売業者及び仲卸業者における企業行動規範の策定を推進すること等により、

コンプライアンスの徹底に努めることを新たに記載しております。 

 また、次の12ページでございますが、３の上段の方ですが、物品の品質管理の高度化に

関する事項がございまして、この中で、中段のところにございますが、ＨＡＣＣＰの考え

方を取り入れた品質管理に努めていくことを引き続き記載しているところでございます。 

 続きまして、第５の卸売業者及び仲卸業者の経営の近代化の目標という事項でございま

す。 

 まず、卸売業者について１に書いてございますが、（１）になりますけれども、卸売業

者については、経営規模の拡大及び経営体質の強化を図ることとし、特に資本の充実、従

業員の資質の向上、省力化システムの導入等による生産性の向上に努めるということで、

目標年度における従業員１人当たりの取扱金額の水準を次の13ページの表に書いてござい

ます目標を目安にして、経営の大型化を進めていくとしているところでございます。 

 それから、仲卸業者につきましては、同じく13ページの２の一番下のところであります

が、経営の発展を図るため、業者数の大幅な縮減を図ることを基本とし、卸売市場や商品

の実態、従業員の高齢化、後継者の有無等を踏まえ、合併や営業権の譲り受け等による統

合大型化、仲卸組合の共同事業として廃業する仲卸業者の営業権の取得等により業者数の

縮減を図ることにしておりまして、同じく下の表にございますように、目標年度における

従業員１人当たりの取扱金額の水準を目安として示しているところでございます。 

 それから、次の15ページに移っていただきまして、これにつきましては、３の卸売業者

及び仲卸業者に共通する事項ということでありますが、これは今回新たに事項として追加

をいたしております。 

 書いてございますように、（１）で、大規模小売業者、専門小売業者、外食産業事業者

等のニーズへ適切に対応し、経営体質の強化を図るため、加工処理機能、貯蔵・保管機能

及び輸送・搬送機能の強化に取り組む。 

 それから、（２）で、実需者のニーズの把握と産地へのフィードバックを的確に行うこ

とにより、これまで卸売市場が中心に扱ってきた規格品に加え、特色ある地場産品や規格
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外品等について、これらの流通の特性も踏まえた上で、品揃えの強化を図る。 

 それから、３番目に情報に関しまして、卸売業者と仲卸業者における情報の共有を図っ

ていくというようなことを記載しているということでございます。 

 それから、次が、第６のその他ということで15ページ目の最後の方になりますが、１の

ところで、卸売市場をめぐる情勢が非常に厳しくなる中で、卸とか仲卸、開設者がそれぞ

れ各自ばらばらに対応していてはなかなか展望が開けないという状況になってきておりま

すので、ここにありますように、開設者及び市場関係業者が一体となって、卸売市場全体

の経営戦略的な視点から、それぞれの卸売市場の位置づけ、役割、機能強化の方向、将来

の需要・供給予測を踏まえた市場施設の整備、コストも含めた市場運営のあり方等を明確

にし、経営展望を策定するなど卸売市場としての経営戦略を策定することについて、新た

に記載しているところでございます。 

 以上が、非常に駆け足ではございましたけれども、今回の基本方針の主なポイントでご

ざいます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 事務局から諮問事項につきまして説明をもらいました。 

 この基本方針（案）につきまして皆様方からご意見を賜るわけでありますが、本日ご欠

席の渡辺委員からご意見をいただいておりますので、まずこれについて事務局より読み上

げをしてもらいます。 

○卸売市場室長 渡辺委員の方から意見書が出ておりますので朗読させていただきます。 

 10月21日開催の標記部会の審議事項に関し、次のとおり意見を述べさせていただきます。 

 １番、卸売市場整備の必要性について。 

 卸売市場は、国民に安心、安全、安定的に食料を供給する役割を担い、大変重要な機能

を担っていると考える。しかしながら、食形態の変化、流通構造の変化、技術の高度化な

ど市場を取り巻く環境は変化していることから、お客様視点、市場参加者視点に立った卸

売市場の改革を進め、国際競争力のある農業及び流通のあり方を考えるべきである。 

 ２番、食品産業の強化に向けた視点。 

 重要な産業である食品産業を魅力あるものにするため、官民で以下の視点を持ち続ける

ことが必要と考える。 

 １つ目が、開発、生産から販売までの一体的な取組。 
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 ２つ目が、それぞれの課題の見える化と真因の追求。 

 ３つ目が、お客様目線に立ち、消費者のニーズをとらえること。 

 ４つ目が経済原則にのっとった効率的な流通システムの構築。中身としましては、需要

に見合った供給体制の確立であるとか、競争力のある市場や業者のさらなる成長の促進と

いうことであります。 

 それから、３番目が卸売市場活性化に向けた提案ということで、卸売市場の改革を考え

るに当たっては、生産から販売までの流通全体を見た上で、自らの強み、弱みを把握し、

今後の卸売市場のあり方、配置を検討すべきである。ベストのやり方に基づいたモデルケ

ースを早急に実施し、要因分析と解決策を導き出してはどうか。 

 上記の考え方に基づいて、第９次卸売市場整備基本方針に対する個別意見は以下のとお

りである。 

 １つ目が、卸や仲卸の経営基盤強化に当たっては、合併による規模拡大だけではなく、

消費者ニーズを的確にとらえるための競争優位性を生かした改革、規制の見直しが必要と

考える。 

 ２つ目が、市場施設の整備については、既存の流通経路にとらわれず、場外も含め、商

品を流通させる上での最適立地を検討し、重点的設備投資を実施することが重要と考える。 

 ３つ目が、事務の簡素化については、業務の改廃による効率化、向上を行い、その上で

全体最適となるようなＩＴ投資を図るべきと思う。 

 以上でございます。 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 それでは、皆様方からご意見等を承りたいと思いますが、ご意見ある方いらっしゃいま

すでしょうか。 

 どうぞ。 

〇根本委員 それでは、渡辺委員から非常に納得のいくご意見をいただいたと考えており

ますが、この基本方針策定のために、昨年度の下期、卸売市場の将来方向に関する研究会

も開かれました。それの座長を務めた立場から若干コメントをさせていただきます。 

 では、この研究会、昨年の下期、大体月に２回ぐらいのペースで合計12回、インテンシ

ブに行われました。卸売業の方、仲卸の方、市場関係者の方はもちろんなんですけれども、

出荷業者の方々、あとは小売業の方で異業種交流をという方もいらっしゃれば、きょう大

塚委員がお越しになっていらっしゃいますが、大規模小売業の方々あるいは外食産業の
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方々、市場のユーザーになる方々、そして消費者の方々の意見を幅広くいただきまして、

３月、年度末に報告書としてまとめさせていただいたわけでございます。 

 改めて今回の基本方針（案）を見てみるわけですが、研究会の報告書の内容が十分盛り

込まれているというふうに私としては考えておるところでございます。したがって、この

基本方針に示された方向で卸売市場が、今の渡辺委員のお話も踏まえながら機能強化を図

っていけるといいと考えております。それに対してまして、国あるいは地方自治体の方々

だと思いますが、開設者、そして実際の事業者の方々が、一体となって基本的にはよりよ

い競争もするような形で取組が行われていくといいというふうに考えておるわけでありま

す。 

 ただ、この基本方針（案）には盛り込むことができなかったこともあります。制度的な

問題としては、例えば商物一致原則の緩和といったようことは、まだ引き続いて見直して

いく可能性があるかなと考えておるわけです。そういったところにつきましては、国があ

る程度リーダーシップをとられ、業界の方々も次の時代に向かうという形で今後も引き続

いて考えていっていただけないかと思っています。 

 あるいはさらに、さまざまな情報技術の活用とか商品管理の仕組みというのも進歩して

いる部分があって、それをどんどん取り入れていって、最高水準のものを取り入れていく

というような取組もしていただきたい。そして、それらが、消費者の選択と支持をめぐる

競争という形で、なるべく自立した事業者の競争として行われていってほしい。その結果、

この国の消費者と、そして商品を供給している両方の人たちにとってメリットがあるよう

なものになっていったらいいというふうに考えておる次第でございます。 

 以上です。 

○山口部会長 今、前回の研究会の座長をお務めいただいた根本委員から、一部継続して

検討していく事項は残されてはいるけれども、おおむねこれまでの論点がしっかりと今回

の提案の中に盛り込まれているからいいのではなかろうかというご意見だったと思います。 

 ほかにおありになりますか。 

 どうぞ。 

○大塚委員 大塚と申します。私も卸売市場の将来方向に関する研究会に委員として参画

をさせていただきました。 

 今、根本委員からお話があったように、さまざまな業界の委員が出て、ある意味では利

害関係が必ずしも一致するとは限らない立場から、かんかんがくがくと議論をたたかわせ
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たわけでございます。その結果が報告書という形で出されておりまして、その報告書の内

容が十分に反映されており、この基本方針（案）は大変評価できる内容であると思います。 

 市場外の流通が年々増えていると言われておりますが、大手の食品スーパーマーケット

であっても約６割から７割は市場経由の商品を仕入れているという事実があるわけです。

一方、年商300億円ぐらい売上の食品スーパーマーケットが、大体、国内の企業規模で申

し上げますと売上高ランキングで第100位前後になります。この事実は、欧米に比べまし

て、いわゆる上位集中がまだそんなに進んでいるわけではございません。逆に申し上げま

すと、300億円以下とは限りませんが、割と地域に根づいた中小のスーパーマーケットに

とりましては、大変重要な仕入れ先の一つとして市場を位置づけていかなくてはなりませ

んし、事実、大変頼りにしているところでございます。 

 研究会に参画をして以来、各地の食品スーパーマーケットの経営者から市場活用に関す

る事項を聞きましたところ、地方の市場においては、やはり十分な品揃えができずに困っ

ているとのことでございます。結果、遠方まで、遠いところ、何百キロか先の市場までわ

ざわざ仕入れ買いに行かないと十分な品揃えができないんだというような声もたくさん聞

いております。ですから、この基本方針に基づいて、各施策を確実に実行することによっ

て、それぞれの市場がしっかりとした経営基盤を確立し、食品スーパーマーケットの要望

を満たす品揃えができるようになっていただきたいと思うわけです。 

 尐し余談になるかもしれませんけれども、その経営基盤の確立のためには、販売先が出

荷時点で確定しているような、組織小売業にとって便利という要素、つまり商物が必ずし

も一致しなくても、商品が仕入れられるということも将来にわたりご検討いただけたらあ

りがたいと考えます。そして、もう一つは、いずれ市場の間でも戦う局面が出てくるとい

うのが本来の姿だと思います。市場としての特色を出せるような、買う側から見ると、こ

の市場というのは、こうようなサービスがあるのだとか、この市場はこんな商品があるん

だとかいうようなことが明確に伝わるような経営をなさっていただきたい。それが、機能

面での充実を約束することにつながり、使う側にとっても大変重要な位置づけになってく

るというふうに思っております。 

 内容的には、繰り返しますが、研究会での研究結果が十分に盛り込まれた大変評価でき

る内容になっているというふうに判断をしております。 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 根本委員と同じように、大塚委員の方からも、これまでの議論がしっかりと踏まえられ
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た今回の案になっていると。もちろん、これをしっかりとこれから実行ベースにしていく

ことが大事だと。その際に、例えばいずれは市場間の競争というようなことも念頭に入れ

る必要があるだろうということを踏まえながら実行ベースに持っていってほしいというご

意見だったと思います。 

 ほかによろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○青山委員 中央拠点市場のことで２つ質問させていただきたいと思います。 

 これをつくった目的というはご説明いただいた今のお話で十分理解ができました。お聞

きしながら、流通の効率化とか物流コストの削減というお話がありましたけれども、イメ

ージとしてどのくらい効率化が図れるのかという試算のようなものがおありになるのかな

いのか、あった方がよりイメージしやすいのかなと思いました。 

 もう一つの質問は、大都市に売りたいという産地がやはり多くいると思うんです。そう

した場合、拠点市場の判断で、「あなたのものは地方に送るんです」というような強制力

みたいなものが働くと、産地としての初めの意向と異なる市場に野菜や果物が行ってしま

うと、それはそれで産地としてはおもしろくないのかなと思いますが、そういった問題が

想定されるのか、あるいはそういったものに対しての対応策というのがあるのかどうかを

お聞きできればと思います。 

○山口部会長 中央拠点市場の効率化がうたわれているけれども、具体的に目標とするよ

うなイメージがあるだろうかということ、それからこの中央拠点市場がある種のパワーを

持つと思いますが、それと産地の意向との関係についてどう考えるかという質問のご趣旨

かと思います。 

 事務局の方からこれまでの経緯を踏まえてお答えしてもらえますか。 

○流通課長 お答えさせていただきます。 

 まず、最初の質問でございますけれども、効率化を目指しているということなんだけれ

ども、具体的な試算はあるかということでございますが、具体的な数字を持ってというの

は行っておりません。先ほど長井の方からご説明したとおりでございまして、現時点でそ

のような物の流れになっているということでございまして、産地も大型化をしてきている

中で、大産地から大きな市場に対して大きなものが流れている。周辺市場も含めて物の流

れが行われているということでございまして、現行で、そういう市場間の転送だとか、あ

るいは情報流がいま一つ十分でないために、非効率な物の流れになっている場合があるの
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で、そういったものを尐しでも効率化する、場合によっては、先ほど商物一致の話もござ

いましたけれども、商物一致原則についても、例えば商流と物流を別にして、直接、地方

の市場に持っていくといったようなこともあってもいいのではないかなということでござ

いまして、概念的にそういった形で整理をしておりまして、全体として情報流も含めたネ

ットワーク化を図ることによって、市場全体を機能強化、活性化を図っていくという形で

考えているところでございます。 

 もう一つのご質問でございますけれども、そういう中で拠点市場から地方の市場にこれ

が進むことによって何か強制的に持っていくようなことがあるのかということですけれど

も、そういったことを全く意図しているものではございません。先ほど言いましたように、

全体として活性化を図っていくということで取り組んでいきたいと考えているところでご

ざいます。 

○総合食料局長 今のご質問の補足なんですけれども、まず最初に市場の取扱量みたいな

ものは、市場で扱っている商品はたしか中央で４兆4,000億ぐらいになると思いますけれ

ども、そこを経由してどの程度の物流コストが生じているのかとか、あるいは関連の中で、

特に生鮮食料品などについて、全体の流通コストが幾らかというのは、なかなか実は私ど

も把握できていないところがあります。物流コストの効率化ということはさまざまな食品

の中でも行われているわけでございますけれども、これは当然今後とも進めなければいけ

ませんし、今回の拠点市場の一つの考え方の方向にもこれはあります。ただ、それだけで

は実はなくて、結局、拠点市場という現実に既に実態がそのような形ができているものを

きちんと位置づけることによって、ネットワーク化を進めて、一方でコストの削減等もあ

るわけですけれども、さらに新たな付加価値をそこのところでつけていく。先ほど大塚委

員からもございましたけれども、将来の市場のあり方という中で見ていても、どれだけの

機能を提供できていくのかということが一番大きなポイントでございますので、その際の

一つのシステムのコアになる部分をつくっていこうということがまず第１点です。そうい

った意味で、恐縮ですが、その流通コストのところがなかなか正確に把握できない。 

 もう一つ、産地と卸売市場との関係は、制度的にも実は、例えば受託拒否の禁止原則と

か、いわゆる禁止原則というようなものがあるんですが、実態的に見ますと、そういう制

度的なところが発動する場面もありますけれども、多くは、産地と市場との間できちんと

新しい産地を育成していくとか、新しい産地をどのようにつくっていく、そこでできたも

のをどのようにきちんと集分荷していくというようなことを相談しながらしていくのだろ
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うと思っております。ですから、どちらがより適地かどうか、細かい場面では当然出てき

ますけれども、やはり一体的に産地と市場というものが共同してつくり上げていく、ここ

はそれほど大きな対立関係では多分ないと思っております。 

○山口部会長 ほかにおありですか。 

 どうぞ。 

○藤田委員 別添の中央拠点市場のイメージというところで、卸売市場、全般的には非常

に経営が苦しいというような中で中央拠点市場を設けていくというイメージなんですけれ

ども、特に地方の大産地と中小地場産地というイメージがありますけれども、特に地方卸

売市場の場合、ましてや産地が尐ないような市場ですと、市場外流通の他に直売所などが

非常に今増えて小売と競合しているのです。そういう中で、地元の農家さんを含めて、東

京、大産地から入荷する野菜がなかなか地方の卸売市場からスーパーを含めた小売へ出て

行かないという現実があるわけです。そういう中で、中央拠点市場は発展する方向であり

ながらも、地方としましても、もちろん経済効率を含めて、卸と仲卸の合併とか、あるい

は効率を上げるという問題はもちろんだと思うんです。一方で、地方が、例えばこの後の

議題にもありますけれども、中央から地方に市場が変わると、今度は地方の市場が卸売市

場の廃止ということがありますけれども、そのときにいざ生産者としては販売ルートをど

ういった形でつくっていくかというところも、多尐の中央拠点市場以外にも安心してでき

るようなシステムをやっぱりつくっていくことが大事なのかなという気はするんです。 

 市場で相対で価格を決めるということはなかなか今やっていないと思うんですけれども、

そういうせりの中で価格を決めるということが、一方では大切な役目、機能だと思うので

す。そういったことを含めて、地方でのそういう生産者から見た公的なところを、経済原

則だけで走るのかどうか、私、その辺もちょっと疑問なところがあるんですけれども、そ

の辺の公的な支援というものがあってもいいのかなというようなことがありまして、その

辺のところはこのイメージの中でどういうふうに、中央拠点市場はわかるんですけれども、

もしあればお聞かせいただけばと思います。 

○山口部会長 市場外流通の部分も含めて、いわば生産者の方から見たときの今回のこの

チャンネル・ネットワークの整理についてどういうふうに考えるかということかと思いま

す。 

 事務局、これまでの経緯を話していただけますか。 

○流通課長 お答えいたします。 
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 生産者あるいは産地にとって販売ルートの確保という観点は非常に重要なことだと思っ

ています。また、冒頭、副大臣のごあいさつにもございましたけれども、六次産業化とい

う観点で、農業者の所得の向上という点からしても非常に重要な点だと思っています。そ

ういう中で農産物の流通というのはやはりさまざまなものがあるのだろうと思っていまし

て、その大部分は市場が担っているというのが、若干減りつつあるんですけれども、現に

そういう状況だと思っていまして、地方にある小さな中央卸売市場といったものも、当然

ながら周辺の産地から荷を持ってきている、あるいは場合によっては大きな産地からも現

に持ってきているところはございます。そういったものを否定するものでは全然ございま

せん。現に、大きな市場を通って地方に転送されているといったような場合があるもので

すから、そういったものを尐し効率化させてみようということでございます。当然ながら、

地産地消という観点から、直売所の整備によって、そういったところを通じた物の流れと

いったものもあってしかるべきかなと考えておりまして、農林水産省全体ではそういった

ものに対する支援策も用意してございますし、その辺は多様な流通の確保ということで総

合的に支援を図っていきたいと思っているところでございます。 

○大野委員 卸の立場で質問させていただきたいことがございます。 

 私ども、本年３月ですか、公開された卸売市場の将来方向に関する研究会の報告に盛り

込まれた内容については、基本方針案に要領よく取り込まれたということで理解をしてお

るところでございます。青果卸売業界の方からも、私どもの会長が参加され、基本方針に

ついておおむねの評価ができていると理解しております。そういう中で、先ほどいろいろ

な質問の中に中央拠点市場の構想について質問が出ていますが、私どもも、その意義と役

割についても文面からしますと、マスコミ等々でいろいろな誤解があるのではないかと、

その意図するところをお聞きしたい、明確にお答えをお願いしたいということで、ただい

まから何点ほどかお聞きしたいと思います。 

 青果物の物流においては産地の大型化が進んでまいりました。近年、大ロットの出荷、

物流が進展しているのが事実でございます。そういう大型市場施設の充実、ここからの配

送ネットワークの効率化、これは流通システムとして求められているものと私どもも十分

理解しております。今後の流通効率化のためには、いろいろな意味でベストプラクティス

を追求するのは、位置づけとして認識していく必要があると、卸売業界の方も十分理解し

ておるつもりでございます。しかし最近の報道では中央卸売市場の規模だけを見て、産地

から荷を主として受ける拠点市場と、ここから転送された荷を扱う周辺市場に区分し、系
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列化して二極化を促進するものであるという理解が広まっております。こうした意図、内

容の施策であるとすれば、拠点以外の市場の存立に大きな心配が出てくるわけでございま

す。地方の市場では地産地消とか地場産の野菜を取り込んだ運営が行われているわけでご

ざいますので、周辺市場として組み込まれないとしても、重要な機能を有している市場で

あると認知されるべきると私どもも考えているところでございます。 

 そういう中でいろいろなネットワーク、先ほども、価格的な問題、効率性の問題が出ま

したけれども、中央卸売市場の構想が、報道によって、国が、卸売市場を集約して、拠点

以外の市場は中央卸売市場から外すというような理解が広まってきているのではないかと

いうような心配がございます。そういう中で、こうした出荷者、産地、実需者に対する中

央拠点市場構想のアナウンス効果について十分理解頂き、ぜひとも私ども、流布されてい

る誤解の解消を、国がはっきりとそういう問題についての説明を十分に取り組んでいただ

きたいとお願いする次第でございます。 

 それともう一つは、先ほども出ておりましたけれども、卸売市場については、施設を改

修する必要がかなり出てきております。もう古くなって老朽化している市場ばかりでござ

います。こういう中で、そういう財政的な問題がある中で、コールドチェーンの対応ある

いは市場の高度化のための施設整備も求められております。国の助成予算の中では強い農

業づくり交付金、これは非常に、私ども、施設整備に当たりまして続けていただいておる

重要な予算でございますが、２年続けて大きく減額されております。卸売市場が今後求め

られる役割と機能を発揮していくためには、ぜひとも国の特別な計らいで所要の予算を確

保していただきたいとお願いする次第でございます。 

 以上の内容が私どもが危惧しているところでございますので、よろしくお願いします。 

○山口部会長 論点、２つあったと思います。１点目は、要するに今回の提案の中身がし

っかりと伝達されずに誤解を生んでいる部分がある。それをさらにしっかりと正確を期す

ような情報伝達をしてほしいというのが１点目だと思います。２点目は、設備等の予算対

応の話だと思いますが、この２点について事務局からご説明ください。 

○流通課長 先ほど来、拠点市場の考え方についてはご説明しているわけでございますけ

れども、市場関係者の大野委員から改めてご質問という形であったので、若干丁寧にご説

明をしたいと思います。 

 一部に報道等にもありますけれども、中央拠点市場とならない市場について今後どうな

るのだろうかといったようなご心配あるいはまた再編の対象になるのではないかといった
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ような誤解が生じているようでございます。先ほど来申し上げておりますように、中央拠

点市場につきましては、現在、全国に75ある中央卸売市場のうち、取扱数量が大きな市場

と小さな市場で二極化をしているということでございます。市場間で非効率な転送も生じ

ている。こうした状況を踏まえまして、ハブとなるような市場につきまして、情報処理施

設等々について整備をすることによりまして、周辺市場との効率的な流通ネットワークを

構築していこうというものでございます。 

 したがいまして、中央拠点市場とならない市場でありましても、拠点市場が整備される

ことによりまして、現在、小さなロットで複数のさまざまな市場から供給を受けている荷

につきまして、拠点市場から大きなロットで集荷をすることが可能になる等々のより安定

的な、あるいは効率的な集荷が可能になるのではないかということ、さらには中央拠点市

場を通じまして、産地や実需者とのネットワークも充実をすることによりまして、産地の

出荷情報あるいは実需者の需要情報、こういったものがこれまで以上に充実いたしまして、

さらには情報交換が進むことによって、ニーズに即した生鮮食料品の供給が可能になるの

ではないかと思っております。 

 物流面におきましても、駐車場等々の施設整備によりまして場内物流の効率化も図られ

る。さらには、拠点市場を核とした双方向の情報のやりとりが行われることによりまして、

Ｕターン転送等々の非効率な流通が減尐するといったような効果が出てくるのではないか

と考えているところでございます。 

 したがいまして、中央拠点市場とならない市場につきましても、こういった市場が淘汰

されるようなことは全く考えておりませんし、また再編を進めようといったような意図も

あるわけではございません。むしろ、中央拠点市場を核といたしまして、効率的な流通ネ

ットワークが構築されることを前提といたしまして、周辺市場を含めて全体として機能強

化がなされて、集荷力が向上すると考えているところでございます。 

 ただ、いずれにいたしましても、一部にそういった誤解があるということでございます

ので、この方針が策定されました後には、こうした設置の趣旨につきまして、ブロック別

の説明会等々もしっかりと開催をしていきたいと考えておりますし、産地側も含めて関係

者の皆様方にわかりやすく丁寧にご説明をしていきたいと考えているところでございます。 

 それから、もう一点、強い農業づくり交付金の確保のご指摘がございました。 

 強い農業づくり交付金につきましては、これまでご指摘ありましたように相当程度減尐

してきております。次の予算要求についても減尐してきているということでございます。
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これは、実は事業仕分けというものがございまして、その結果を受けての対応ということ

でございます。ただ、総額の中では、ほかのさまざまな産地の施設の整備費だとか、そう

いったものももろもろ盛り込まれておりました。今回は市場の予算を中心に要求させてい

ただいているということでございまして、市場の施設整備にかかわる予算については、要

望をしっかりとつかまえて、事業見込みに即した額を確保しているところでございまして、

今後も、必要な予算額の確保につきましては、しっかりと対応していきたいと考えている

ところでございます。 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 ほぼよろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○柴田委員 基本方針を説明いただいて、よくまとまっていると評価いたしたいと思いま

すけれども、質問というか意見というか、中央拠点市場のイメージの部分であります。情

報の流れが双方向オレンジの矢印で書いてありまして、イメージとしては全国津々浦々の

情報の収集というのは多分うまくいくんだろう。しかし、その集まった情報をいかにまた

発信し、実需者と消費者を含めてどういうふうに発信していくかというイメージをもうち

ょっと描いていただければいいと思うんです。 

 それから、こういった中央拠点市場というのをつくっていきますと、今お話にもありま

したように、中央と地方市場が規模の面で二極分化していって、それが一方で効率化が進

んでいくという流れになるだろうと思うのですけれども、物流で流れる青果物や水産物、

花き類というものはまた産地産地で特徴がかなりあると思うのです。水産物であれば、昔

からよく言われるのは、魚食文化、地域に根差した食文化があると思うので、そういうの

も大事にしていきたい。産地形成という流れの中ではそういった地域の小さな流通という

のも重要ではないか。そこもひとつ拾い上げて目を配っていただければと思うんです。 

 以上です。 

○山口部会長 １点目の情報を吸い上げるだけではなくて２ウェイコミュニケーションし

ろという話だと思いますけれども、これは、さっきの誤解を招いている、それをもうちょ

っときめ細かくやれというのとほぼ同じポイントだと思います。したがって、さっき事務

局から話していただいたことを本当にしっかり各論で実行ベースでやってもらうことが大

事なんだろうと思います。 

 それから、地域カラーがそれぞれ花き類なり水産についてはあるから、その地域カラー
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がしっかり生かせるような流通の部分を考えてほしいと。これも、多分、拠点にするとい

うことが随分浸透して、その前に、個別、小さい部分が無視されてしまうのではないかと

いう懸念が残るということで、やっぱり１点目とほぼ相通ずるところがあると思います。

したがって、さっきの説明をしっかりやってもらうということだと思いますけれども、何

か補足はありますか。 

○流通課長 情報の点につきましては、収集だけではなくて、いかに提供していくかとい

うことも全くそのとおりだと思っています。市場の場合は卸、荷受けは産地の情報が入り

やすい。一方で、仲卸の方は、実需、消費者の情報が得やすいということで、そういう意

味では情報の結節点なわけでございます。産地、実需、双方の情報が両方入ってくるとい

うことでございまして、そういったものをしっかりと吟味しながら、例えば、それぞれど

んな新商品あるいはどういうものが実需で求められているのか、こういったものをつくっ

てくれ、栽培してくれといったようなことがあると思いますので、なかなかＩＴ化もまだ

進んでいないという状況はあるんですけれども、そういったことをしっかりとこれから進

めていくということが必要だろうと考えています。 

○三村委員 簡単に申し上げます。 

 私も、今回の基本方針は問題点がよく整理されていると思っております。それについて

の対応策ということで、全体の方向性はこれで結構だと思います。ただ、現実の問題が非

常に深刻であるということで、できるだけスピードを上げるという形の対策が必要だとい

う感じです。特に、先ほどご指摘がありましたが、例えばコールドチェーンとか加工処理

施設とか品質管理の問題とか、恐らくこれはかなり現場でもいろいろな問題とか悩みをお

持ちだと思いますし、それから需要者側の立場からしましても不満があるという話がござ

いますので、施設整備投資がやりやすい方向性でスピードを上げていただきたい。 

 それから、ハブとしての中央拠点市場という位置づけは基本的に結構だと思います。た

だ、全体としてのネットワークをどう構築するのかというのは、それぞれの市場の独自性

とそれぞれの役割を踏まえながらということで、それが尐しずつ見えてくるかなという感

じがするのですが、方向性としては結構だと思っています。 

 もう一つ、大変興味深い指摘だと思うのは最後の第６です。“その他”となっているの

ですが、この表現はちょっともったいないなという感じがします。卸売市場の独自性とか

自立性、経営戦略とか投資ということになりましたら、それの運営主体というよりも、や

はり経営主体という概念がもっと本来正面に出てくるべきではないかと思っております。
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それが、現在ですと、市場の運営者側と卸、仲卸の方との協力でという形になって戦略性、

差別性あるいは投資の方向をどうするかということが見えにくい、この中で一つの方向性

として、地方公営企業法とかというのは提示されていますが、私は、大変いい指摘である

し、重要な課題だと思っております。 

 以上です。 

○山口部会長 とにかく、現場を見るにスピードを上げろということは、実行ベースでそ

うせよということに尽きると思いますけれども、２点目について何かコメントありますか。 

○流通課長 まさしく今回の大きな柱の一つだと思っております。これはその他というふ

うになっているんですけれども、たまたま法律上の条項の関係でその他に分類せざるを得

なかったということでございます。当然ながら、市場の関係者というのは、卸、仲卸ある

いは売買参加者等々、利害が場合によっては非常に対立するような方々が、相当大勢の方

が入っているということで、そういう中で、今後、市場の運営をどうしていくのかをなか

なか現実問題決めるのは難しいといったところがございます。 

 ただ、そうは言っても、そういった形で物事が決まらないということで足踏みをしてい

てはなかなか市場の活性化につながらないということがございますので、当然ながら限定

的なところからスタートせざるを得ないんだろうとは思いますけれども、開設者も含めて、

将来の市場、どこをどういうふうにしていくのか、どんなところから手をつけて、機能強

化、活性化を図っていくのか、これはコールドチェーンでもいいですし加工処理機能の強

化でも結構ですし、そういったことをしっかりと考えていただきたいと思っているところ

でございます。そういったところを考える中で、尐しずつ関係者の意識が変わってくれば

いいんではないかなというふうに思っているところでございます。 

 そういう中で、例えば事業管理者という名前を立てさせていただいているんですけれど

も、運営主体についてもある程度多様性を持ったものというのも考えられるのではないか

なと思っておりまして、そういった検討もしていきたいと思っております。 

○総合食料局長 この観点につきまして、今、課長の方からご説明をさせていただいたわ

けですけれども、やはり卸売市場の構成というのは、先ほどございましたけれども、開設

者がいて、その場を、施設を設置する。その上で、卸売業者が産地から荷を引いてきて、

そこで仲卸あるいは買参人の方々等に分荷していくという形になるわけです。市場経由率

がほとんどであった時代、あるいは高度成長期みたいに市場が拡張期にある時代であれば、

そのような場を公共的な形できちんと設置して、自由な経済活動の中で対応していただく
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という意味で、それほど各市場において関係者が全員一致していく必要があるのかどうか、

あるいは開設者そのものがそこまで関与する必要があるのかどうかというのは、それほど

の必要性なり、あるいは必然性というのはある意味薄かったのかもしれません。ただ、先

ほど来の背景、市場経由率の変化でございますとか、あるいは今後各市場がそれぞれごと

にどのような機能を発揮していくのか、単にハブがあるからいいということで一律何か平

均的な市場を結ぶということでは多分ないわけでございます。別に機能を関係の拠点市場

に吸収するなんていうつもりは毛頭ないわけです。ハブとその間の関係市場との間が適切

にきちんとネットワーク化ができるということで、ただしその際には、そこで結ばれてい

くそれぞれの市場が、その市場ごとにきちんとした戦略を持った対応をしていくというの

がこれから求められる時代、そのときにやはり市場としての意思決定ということを常に目

指さなければいけませんし、そのためのシステムがどうあるべきかということは一番大き

な問題だと思っています。 

 ただ、ご承知のとおり、この市場そのものがある意味物すごく大きな公共インフラとい

うことでできておりますし、そういった意味での過去の経緯ということもありますので、

どこから手をつけるのか、制度論でいくのか実態論でいくのかという議論がございます。

今回そういった意味で、私どもとして、そこの切り口を直ちにこれだということが、いろ

いろなご議論の中でさまざまなご意見があるわけですが、まだこれだけ全部いくんだとい

うところまではちょっと判断がつきかねています。ただし、方向性をきちんと出して、そ

こで与えられている選択肢の一つとして、今申し上げました公営企業法の問題等も含めて

書かせていただいたということでございます。 

○山口部会長 山根委員。 

○山根委員 この基本方針につきましては、消費者や社会の期待やニーズにもこたえてい

くという視点が盛り込まれていて、とてもよいというふうに評価をしております。 

 それと、先ほど来の中央拠点市場については、十分説明いただいたと思いますけれども、

１点だけ確認をさせていただきたいのは、ネットワークの構築ということで進むと思うん

ですが、そのことで、中小の市場であるとか産地とかの現場で新しいパソコンの設備が必

要であったり、いろいろな設置や人の配置が必要になるというような、そういうコストア

ップにつながるようなことは特にないというふうに確認してよろしいんでしょうか、それ

だけお願いします。 

○山口部会長 質問にお答えをお願いします。 
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○流通課長 場合によっては若干あるのかなと思います。例えば、人の意識づけで人に対

する研修をやったりだとか、あるいはハード面で言えば、場内物流の効率化という面で例

えば駐車場設備をもう尐し大きなトレーラーが入れるようにするだとか、あるいは情報処

理がなかなか進んでいないということで、情報処理施設の整備を図るだとかいったような

ことというのは出てくるんだと思います。当然ながら、それを市場関係者だけにお任せす

るということではなく、我々国もできる限りの支援はしていきたいと考えておりまして、

その関係の予算なりも要求させていただいておりますので、そういったところで尐しでも

コストをかからないような形で整備ができればと考えております。 

○山口部会長 西辻さん、どうぞ。 

○西辻委員 今回、基本的な考え方についてなんですが、私の方から現場を通じた意見と

して何点かお話しさせていただきたいと思います。 

 まず、先日なんですが、ちょうど私、大田市場に行く機会がありまして、そこで情報シ

ステムを担当している者とお話をさせていただいたときに、午後９時過ぎぐらいにいろい

ろな各地方の市場から荷受けの話があったりだとか、そういった話がある中で、電話で取

引をするという場合もあったりですとか、メールで、ファクスでという取引の仕方がある

中で、やはりもう尐し情報の整備というものをきちんとすると、基本的な考え方の中にも

ちろん入っていましたので評価できるんですが、そこのところの整備を進めるということ

が、恐らくＵターン物流とかをなくす一つの効率的なものなのではないかと思っています。 

 また、一方、農家の側からいきますと、やはり市場というところはどうしても六次産業

化、農商工連携と、私ども、本当は相互関係にあると思うのですが、バッティングしてし

まう部分も多くて、今の現状でいきますと、市場に流せないものは、六次産業化、農商工

連携で何とかしようというような考え方が非常に進んでいるなと感じていまして、決して

相反するものではなくて、補完関係にあるものだということをもう尐し徹底するように働

きかけるといいのかなと思っています。 

 あと、仲卸に関してなんですが、ちょうど京都で仲卸の業者さんが農商工連携というこ

とで第一次産業の取組を始めていまして、非常にうまくいっている事例がありますので、

やはり仲卸の再編に関して、もちろん統合という部分もあるんですが、新しい事業への取

組という形で発展していくということに関して支援をしていくという考え方もありなのか

なと思ったりもしています。 

 あと、意見だけなんですけれども、先ほど市場が老朽化していて、施設がなかなか追い
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つかない部分がある。先日、築地市場に、私、行ってきまして見たときに、消費者の側に

立ってみると、設備そのものももちろん問題なんですが、やはりたばこが下に落ちている

とか、そういった基本的なラインが整っていない部分も多く見られましたので、そういう

ところから徹底するように指導するという方向性がいいのかなと思いました。総じて私の

方からはすごいいい基本方針だと思いますので、このままでいいと思います。 

○山口部会長 １点目の情報のネットワークについては、考え方に入っているからちゃん

としっかり各論でこれを具体化せよというお話だろうと思います。 

 それから、２点目の六次産業との兼ね合いでの例えば１次産品の品質の話がありました

が、これは、私も一委員として、特に加工食品の方に身を置く立場から意見を述べさせて

いただけば、生鮮マーケットに通用しないものをそちらへ回すという考え方は完全に間違

っておりまして、当然それぞれのニーズに合ったものをそれぞれのところに提供してもら

うというのがやはり基本だろうと思います。そのニーズが相互補完的になって、できるだ

け多くの例えば生鮮物がカバーできればいいということだろうと思いますので、余り物は

そっちへ回せばいいという考え方は全く間違っていると私は思います。 

 事務局、何か補足はありますか。 

○流通課長 ご指摘のとおりだというふうに思っております。農商工連携あるいは六次産

業化を進めておりますけれども、それと市場との関係についてご指摘をいただきました。 

 今まさしくおっしゃっていただいたように六次産業化なりを補完するものだということ

でございます。当然ながら、六次産業化あるいは農商工連携ということで、加工度を高め

るなりそれによって所得向上を図るわけでございますけれども、当然ながら、生鮮を中心

として市場流通に流していくという部分も、これは販路の確保という意味で非常に重要な

要素になってくるわけでございます。したがいまして、今回、市場の中でも加工処理機能

の強化といったようなこともうたわさせていただいておりまして、産地の六次産業化、農

商工連携、そういった取組をさらに消費地側でも補完させていただくといったような機能

をぜひ強化したいという考え方も盛り込ませていただいております。 

○山口部会長 それでは、佐竹委員、どうぞ。 

○佐竹委員 外食の立場から、非常にこの基本方針はすごくよくできていると思います。

特に、１人当たりの卸売の近代化の取扱金額の水準とか、あるいは卸売市場の休市日にお

ける営業の実現とか、具体的に書いておられるので、今、先生おっしゃったように、早く

いかに実現していただくかということに尽きます。特に、我々、外食におきましては、５
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つのことが特に市場に求めていることでして、１つは品揃え（種類と量）です。２番目は

代金の決済機能、それから、３番目は前処理加工、４番目は、物流、配送の問題、５番目

は、一番欠けている点だと思うんですけれども、商品開発、市場からの提案力、その５つ

をクリアできたらいいということを思っているんですけれども、基本方針にきちんと書い

ておられますので、いいと思います。 

 特に、我々の外食産業は、量としては多いんですけれども、ただ根本的に量販店、スー

パーと違う点は、一つ一つのレストランが何千店と小規模になってまして、全国津々浦々

にあります。先ほどおっしゃったように、中央拠点市場ということを聞きますと、再編成

ということが頭によどみます。地方がますます疲弊すると違うのかなと思っているんです

けれども、逆に今のおっしゃった地産地消として十分説明いただいたので安心しています。

我々外食産業というのは全国にありますので、地方の卸売市場も非常に大事です。それを

十分に加味していただいて、我々は、一番基本とするのは、定時、定額、定量、そこに尽

きますのでぜひお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○山口部会長 ありがとうございました。外食産業の立場からも今回の提案については評

価できるという総括だったと思います。 

 おおむねよろしいでしょうか。 

（はいの声） 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 全体を通じまして、いわばこれからの実行ベースのところでもう尐し誤解を解くような

情報伝達をしっかりするとか、あるいは拠点でない部分についての配慮をするとか、ある

いはスピードを上げよとか、実行段階でこれからしっかりとすべきことをご提案いただき

ましたが、それを踏まえまして、本案の中身については、ほぼ皆様方から評価のご意見を

ちょうだいできたと思います。それから、冒頭に欠席の渡辺委員からありました意見も、

いわばこの基本方針を実行していく段階でもって、ご説明いただいたような観点からしっ

かり実行せよという趣旨だろうというふうに思います。 

 したがいまして、今の議論を踏まえまして、本部会としては、本日、農林水産大臣から

諮問のあった卸売市場整備基本方針（案）の内容を適当と認めたいと考えますが、よろし

いでしょうか。 

（異議なしの声） 
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○山口部会長 ありがとうございました。 

 それでは、全員異議なしと認めます。 

 なお、本食品産業部会の議決につきましては、食料・農業・農村政策審議会令第６条第

６項の規定によりまして、審議会の議決とすることとされておりますので、いずれの場合

についても、食品産業部会長である私の方から農林水産大臣に適当と認める旨の答申をい

たしたいというふうに思います。 

 議事次第の４の卸売市場整備基本方針（案）につきましては以上にさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

中央卸売市場整備計画の変更（案）及び中央卸売市場開設区域の 

指定の解除（案）について 

 

それでは、続きまして、議事次第の４の２つ目の議事であります。農林水産大臣から食

料・農業・農村政策審議会に諮問のありました中央卸売市場整備計画の変更（案）及び中

央卸売市場開設区域の指定の解除（案）についてご審議をいただきます。 

 まずは、事務局から諮問文書の読み上げ及び引き続いて資料についてご説明をお願いい

たします。 

○卸売市場室長 農林水産大臣より審議会に対しまして諮問されておりますので、資料２

－１及び資料２－２を読み上げさせていただきます。 

 まず、資料２－１でございます。 

 22総合第1045号、平成22年10月21日、食料・農業・農村政策審議会会長 熊倉功夫殿。

農林水産大臣 鹿野道彦。 

 中央卸売市場整備計画の変更について（諮問） 

 標記について、卸売市場法（昭和46年法律第35号）第５条第１項の規定に基づき定める

中央卸売市場整備計画について別紙のとおり変更したいので、同条第５項において準用す

る同条第３項の規定に基づき、貴審議会の意見を求める。 

 それから、資料２－２でございます。 

 22総合第1046号、平成22年10月21日、食料・農業・農村政策審議会会長 熊倉功夫殿。

農林水産大臣 鹿野道彦。 

 中央卸売市場開設区域の変更について（諮問） 
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 このことについて、卸売市場法（昭和46年法律第35号）第７条第１項の規定に基づき指

定する中央卸売市場開設区域を別紙のとおり変更したいので、同条第３項において準用す

る同条第２項の規定に基づき、貴審議会の意見を求める。 

 以上でございます。 

 それで、この２つにつきましては、資料２－３の方に基づきましてご説明をさせていた

だきたいと思います。 

 Ⅰに経緯というのがございますが、今般、甲府市、富山市及び秋田市の３中央卸売市場

について、地方卸売市場へ転換することを関係者が合意したことから、第８次中央卸売市

場整備計画に記載することが必要である。また、地方卸売市場への転換に伴い、これらの

市場の中央卸売市場開設区域の指定を解除することが必要ということでございます。 

 具体的には、次のページの別添をごらんいただければと思います。 

 中央卸売市場の再編措置の決定ということですが、市場をめぐる状況は今申し上げたと

ころでございまして、第８次の基本方針において、中央卸売市場については再編基準を決

定しまして、その基準に該当した市場については再編措置を記載しております。また、再

編基準に該当しない市場についても、機能強化を図る観点から再編の取組が望ましいとし

ております。現行の第８次の中央卸売市場整備計画が下の囲みのところにございますが、

現行では16の市場の再編措置というのを記載しているところでございます。それで、この

16のうち下の２つを除きました14の市場については地方卸売市場に転換をする。それから、

残りの２つについては他の市場との統合というようなことを再編措置として記載しており

ます。 

 それで、今回は、それに追加しまして、甲府市と富山市について平成23年４月に地方卸

売市場に転換する予定、それから秋田市の中央卸売市場については、青果部と水産物部に

ついて平成24年４月１日に地方市場へ転換する予定という旨を整備計画の方に記載する。

それによりまして卸売市場の機能強化を進めていこうということでございます。 

 もとに戻っていただきまして、基本的には今申し上げたとおりでございまして、それぞ

れの地域において３市場とも取扱数量が非常に減尐してきておりますし、また数量も中央

卸売市場の中でも非常に下の方にあるということもございまして、それぞれが地方卸売市

場に転換しまして弾力的に運営していきたいということでございまして、Ⅱにありますよ

うに、中央卸売市場整備計画については、今申し上げたとおり、平成23年４月１日に甲府

市及び富山市、秋田市が平成24年４月１日に地方市場へ転換するということを整備計画に



30 

追加する。 

 それから、（２）ですが、中央卸売市場については開設区域というのを設定しておりま

すが、そうしたものが地方卸売市場に転換しますとなくなりますので、甲府市と富山市に

ついては開設区域の指定を解除するということでございます。 

 なお、秋田市の中央卸売市場につきましては、花の方が中央卸売市場としては存続する

ということでございますので、開設区域の指定は解除しないということでございます。 

 具体的には、それぞれ資料２－２の２枚目の方に書いてございますが、今申し上げた説

明のとおりでございます。 

 なお、以上の２つのことにつきましては、卸売市場法の規定に基づきまして、それぞれ

の関係する地方公共団体から異議のない旨の回答を受けているところでございます。 

 簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

○山口部会長 ありがとうございました。 

 今の説明にありました整備計画の変更（案）及び開設区域の指定の解除（案）でありま

すが、これについて、ご意見、ご質問等ありますでしょうか。 

（ないの声） 

○山口部会長 よろしいでしょうか。 

 それでは、特にご質問、ご異論等ないようでありますので、本部会としましては、本日、

農林水産大臣から諮問のあった中央卸売市場整備計画の変更（案）及び中央卸売市場開設

区域の指定の解除（案）の内容を適当と認めてよいと考えます。よろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

○山口部会長 ありがとうございました。全員異議なしと認めます。 

 なお、本食品産業部会の議決につきましては、審議会の議決とすることとされておりま

して、食品産業部会長である私の方から後ほど農林水産大臣に適当と認める旨の答申をい

たしたいと存じます。 

 議事次第４の中央卸売市場整備計画の変更（案）及び中央卸売市場開設区域の指定の解

除（案）につきましては、以上のとおりで終わりたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

 本日は、長時間にわたりまして、大変熱心なご議論、ご質問等を頂戴いたしました。ま

ことにありがとうございます。 

 本日、予定の議事につきましてはすべて終了いたしましたので、最後になりますが、本
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日の議事につきましては、議事録として整理をし、皆様にご確認をいただいた上で公開い

たします。 

 それでは、これで進行を事務局の方にお返しいたします。 

 活発な議論、ありがとうございました。 

〇政策推進室長 山口部会長、どうもありがとうございました。また、委員の皆様方にも

お忙しいところ熱心にご議論いただきましてありがとうございます。 

 今後の食品産業部会の予定でございますが、食品産業の将来方向についてということで、

11月下旪から12月上旪をめどに開催を考えてございます。今後、日程調整につきましてメ

ールでご連絡申し上げますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 閉  会 

 

それでは、以上をもちまして本日の食品産業部会を終了いたします。 

 長時間にわたり、どうもありがとうございました。 


